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▼
最
近
若
い
人
が
講
習
会

に
参
加
し
な
い
と
か
、
動

か
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ

と
が
言
わ
れ
る
。
テ
レ
ビ

で
も
高
齢
化
社
会
に
な
っ

て
年
金
が
足
り
な
い
、
社

会
保
障
を
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の
か

と
か
…
。
と
に
か
く
若
者
は
よ
し
、

高
齢
者
は
困
る
と
い
う
風
潮
だ
。

▼
し
か
し
ど
う
だ
ろ
う
、
医
療
は
ど

ん
ど
ん
進
化
し
平
均
寿
命
は
長
く
な

る
。
年
金
を
支
え
る
人
の
年
齢
を
そ

の
ま
ま
に
し
た
ら
、
も
っ
と
多
く
の

若
者
が
必
要
だ
。
た
と
え
人
口
が
増

え
た
と
し
て
も
、
そ
の
人
た
ち
も
長

生
き
す
る
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
も
っ

と
多
く
の
若
者
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
。
少
子
化
を
問
題
視
し
て
い
る
人

は
、
こ
ん
な
こ
と
も
考
え
ず
に
ま
と

も
に
議
論
し
た
り
考
え
て
い
る
。
人

口
が
増
え
た
次
の
こ
と
を
言
う
人
は

テ
レ
ビ
と
か
に
は
出
て
こ
な
い
。

▼
普
通
に
考
え
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
答
え
は
簡
単
だ
。
医
療
や
器
械

化
が
発
達
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
昔

よ
り
み
ん
な
動
け
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
、
も
っ
と
遊
ん
で
働
い
て
高
齢
者

の
社
会
貢
献
が
広
が
っ
て
い
け
ば
い

い
と
思
う
（
も
う
す
で
に
な
り
始
め

て
い
る
と
思
う
が
）。

▼
美
容
界
も
そ
う
だ
。
若
い
人
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
の
な
ら
、
や
は
り

若
い
人
に
や
っ
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が

早
い
。自
分
の
感
覚
を
大
事
に
し
て
、

大
勢
い
る
感
覚
の
近
い
合
う
人
に
来

て
も
ら
え
ば
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

▼
た
だ
個
人
的
に
い
え
ば
「
美
容
の

美
は
生
も
の
」
と
思
う
。
そ
れ
を
考

え
ず
に
過
去
の
も
の
を
大
事
に
し
す

ぎ
て
捨
て
る
勇
気
の
な
い
人
は
、
理

解
し
て
く
れ
る
人
や
真
の
い
い
理
解

者
も
少
な
く
な
る
気
が
す
る
が
…
。
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日本海

　
　
　
　
　
　
　
　  

開
催

第
36
回
通
常
総
会
・
第
29
回
通
常
総
代
会

組
合
創
立
55
周
年
記
念
式
典

開
催
通
知
日　

平
成
24
年
4
月
20
日
㈮

開
催
日
時　
　

平
成
24
年
5
月
14
日
㈪

　
　
　
　
　
　

午
前
11
時

開
催
場
所　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

　
　
　
　
　

長
岡

総 

代 

数　

101
名

出
席
者
数　

100
名（
内
委
任
状
出
席
10
名
）

本
議
事
録
作
成
理
事　

髙
橋　

裕
紀
子

議
事
経
過
の
要
綱
及
び
そ
の
経
過

　

定
刻
に
至
り
、
髙
橋
総
務
部
長
が
挨
拶

を
述
べ
、
次
い
で
髙
橋
総
務
部
長
よ
り
司

会
の
選
任
に
つ
い
て
議
場
に
諮
り
、
佐
藤

陽
子
理
事
を
選
任
、
司
会
よ
り
資
格
審
査

委
員
長
及
び
議
事
運
営
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
提
案
が
な
さ
れ
た
。

・
資
格
審
査
委
員
長

　
　

江
畑　
　

英
治（
新
発
田
北
蒲
支
部
）

・
議
事
運
営
委
員
長

　
　

菅
家　

百
合
子
（
三
条
支
部
）

・
副
委
員
長

　
　

臼
田　

多
恵
子
（
直
江
津
支
部
）

・
他
委
員
5
名

　
　

品
田　
　

章
雄
（
柏
崎
支
部
）

　
　

西
野　
　
　

稔
（
高
田
新
井
支
部
）

　
　

佐
藤　
　

敦
哉
（
新
潟
東
支
部
）

　
　

千
田　

真
樹
子（
新
発
田
北
蒲
支
部
）

　
　

平
沢　

美
智
生
（
小
千
谷
支
部
）

　

以
上
の
執
行
部
提
案
に
つ
い
て
、
こ
れ

を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
全
員
の
同
意

に
よ
り
承
認
可
決
し
た
。

　

更
に
権
瓶
理
事
長
よ
り
挨
拶
の
後
、
来

賓
祝
辞
・
祝
電
披
露
は
総
代
会
後
の
組
合

創
立
55
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
執
り
行

う
旨
、
司
会
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

続
い
て
江
畑
資
格
審
査
委
員
長
よ
り
本

総
代
会
が
適
正
に
成
立
し
た
旨
を
述
べ
、

議
長
の
指
名
が
理
事
長
よ
り
な
さ
れ
た
。

・
議
　
長

　
　

近　
　
　

寅
夫（
新
発
田
北
蒲
支
部
）

　
　

谷
川　
　

征
子
（
長
岡
支
部
）

　
　

吉
村　

久
美
子
（
高
田
新
井
支
部
）

　

近
議
長
が
議
長
団
を
代
表
し
て
挨
拶
を

し
た
後
、
書
記
の
任
命
を
行
っ
た
。

・
書
　
記

　
　

高
浪　

智
哉
子
（
西
蒲
原
支
部
）

　
　

伴
田　
　

文
子
（
村
上
支
部
）

　

全
員
の
同
意
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
の

で
、
議
長
及
び
書
記
は
そ
れ
ぞ
れ
着
席
し

た
。

　

続
い
て
菅
家
議
事
運
営
委
員
長
よ
り
本

日
の
議
事
日
程
を
提
案
し
た
。

（
議
長　

近　
　

寅
夫
）

第�

1
号
議
案
　
平
成
23
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
承
認
に
関
す
る
件

　

権
瓶
理
事
長
よ
り
事
業
総
括
に
つ
い
て

説
明
の
後
、
事
業
報
告
に
つ
い
て
各
担
当

部
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
説
明
、
引
き
続
き
林

経
理
部
長
よ
り
平
成
23
年
度
一
般
会
計
並

び
に
共
済
会
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
説

明
の
後
、
監
事
団
を
代
表
し
て
大
内
公
夫

監
事
よ
り
監
査
報
告
「
適
正
で
あ
っ
た
」

旨
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

議
長
よ
り
予
め
書
面
に
て
寄
せ
ら
れ
た

質
問
は
無
か
っ
た
と
の
報
告
が
な
さ
れ
、

第
1
号
議
案
に
つ
い
て
議
場
に
諮
っ
た
と

こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

（
議
長　

谷
川　

征
子
）

第�

2
号
議
案
　
平
成
24
年
度
賦
課
金
額
及

び
徴
収
方
法
の
承
認
に
関
す
る
件

第�

3
号
議
案
　
平
成
24
年
度
加
入
手
数
料

額
に
関
す
る
件

第�

4
号
議
案
　
平
成
24
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
（
案
）
承
認
に
関
す
る

件
を
一
括
提
案
説
明

　

林
経
理
部
長
よ
り
平
成
24
年
度
賦
課
金

額
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て
説
明
、
続
い

て
丸
山
組
織
部
長
よ
り
平
成
24
年
度
加
入

手
数
料
額
に
つ
い
て
説
明
、
引
き
続
き
第

4
号
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
権
瓶
理
事
長

よ
り
事
業
概
要
説
明
の
後
、
各
担
当
部
長

よ
り
説
明
、
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

林
経
理
部
長
よ
り
説
明
。

　

議
長
よ
り
、
第
2
号
、
第
3
号
、
第
4

号
議
案
に
つ
い
て
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ

承
認
さ
れ
た
。

第�

5
号
議
案
　
借
入
金
最
高
限
度
額
承
認

に
関
す
る
件

　

林
経
理
部
長
よ
り
、
災
害
等
が
生
じ
た

時
の
借
入
限
度
額
は
５
，０
０
０
万
円
と

し
、
借
入
先
は
北
越
銀
行
新
潟
支
店
と
す

る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

議
長
よ
り
、
第
5
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

（
議
長　

吉
村
久
美
子
）

第
6
号
議
案
　
役
員
選
任
に
関
す
る
件

　

議
長
は
本
組
合
の
理
事
・
監
事
の
全
員

が
昨
日
を
も
っ
て
辞
任
を
申
し
出
て
い
る

の
で
、
こ
こ
で
役
員
選
任
を
行
う
必
要
が

あ
る
旨
を
説
明
し
、
次
に
掲
げ
る
理
事
25

人
、監
事
2
人
を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、

全
員
異
議
な
く
満
場
一
致
で
選
任
し
た
。

・�

理
　
事
　
竹
内
聖
二
、
長
尾
紀
次
、
三

國
克
明
、
丸
山
則
夫
、
丸
山
邦
夫
、
山

田
康
雄
、
佐
藤
陽
子
、
櫻
井
誠
司
、
佐

藤
敦
哉
、
青
木
美
奈
子
、
中
林
淳
子
、

阿
尻
章
一
、
田
村
弥
仟
子
、
池　

寅
善
、

近　

寅
夫
、
外
山
夏
江
、
五
十
嵐
厚
子
、

佐
藤
和
恵
、
寺
本
和
子
、
星
ミ
ヨ
シ
、
知

桐
政
明
、
若
井　

優
、
品
田
章
雄
、
臼

田
多
恵
子
、
西
野　

稔

・
監
　
事　

遠
藤
正
俊
、
丸
山
義
雄

　

尚
、
被
選
任
者
は
直
ち
に
就
任
す
る
こ

と
を
承
諾
し
た
。

　

髙
橋
総
務
部
長
よ
り
、先
程
の
理
事
会
に

お
い
て
次
の
も
の
が
理
事
長
、
副
理
事
長
、

常
任
理
事
に
選
ば
れ
た
こ
と
を
報
告
し
、新

理
事
長
よ
り
就
任
の
挨
拶
が
さ
れ
た
。

理
事
長　
　

竹
内
聖
二

副
理
事
長　

長
尾
紀
次
（
総
務
部
長
）

常�

任
理
事　

三
國
克
明
（
経
理
部
長
）、丸

山
則
夫
（
教
育
部
長
）、丸
山
邦
夫
（
組

織
部
長
）、
山
田
康
雄
（
事
業
部
長
）、

佐
藤
陽
子
（
厚
生
部
長
）、
櫻
井
誠
司

（
広
報
部
長
）

第
7
号
議
案
　
役
員
給
与
に
関
す
る
件

　

林
経
理
部
長
よ
り
、
理
事
25
名
、
監
事

2
名
の
年
額
１
，
２
９
６
，
０
０
０
円
に

つ
い
て
説
明
。

　

議
長
よ
り
、
第
7
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

第
8
号
議
案
　
そ
の
他

　

議
長
よ
り
、
執
行
部
か
ら
の
提
案
が
無

い
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
髙
橋
総
務
部
長
よ

り
特
に
無
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
の
で
、

議
場
よ
り
質
問
を
受
け
る
。

（
新
潟
西　

小
林
総
代
）

　

総
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
総
代
に
つ

い
て
、
理
事
が
総
代
に
含
ま
れ
て
い
る
支

部
と
そ
う
で
な
い
支
部
と
バ
ラ
つ
き
が
あ

る
の
は
な
ぜ
か
。
含
む
の
な
ら
ば
、
明
確



組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。
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あ
た
り
、
理
事
長
表
彰
を
い
た
だ
き
ま
し

た
事
を
44
名
一
同
を
代
表
し
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
私
が
支
部
長
と
い
う
大
役
を
引

き
継
い
だ
時
は
、
組
合
離
れ
の
真
っ
只
中

で
し
た
。
災
害
が
続
く
中
「
組
合
に
入
っ

て
い
て
よ
か
っ
た
。」
と
の
声
を
励
み
に

大
き
な
組
織
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
美
容
組
合

が
発
展
し
守
ら
れ
る
と
訴
え
、
皆
様
か
ら

ご
理
解
を
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
無
事
に
任
期
を
務
め
る
事
が
出
来
ま

し
た
の
も
組
合
、
各
役
員
の
皆
様
方
の
ご

支
援
、
ご
指
導
の
賜
物
と
深
く
感
謝
す
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
組
合
発
展
の
為
、

協
力
を
惜
し
ま
な
い
つ
も
り
で
お
り
ま

す
。最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、組
合
の
益
々

の
発
展
を
祈
念
し
受
賞
の
御
礼
と
退
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

に
示
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
総
代
に
は

支
部
長
や
理
事
は
除
く
と
さ
れ
て
い
た
と

思
う
が
い
か
が
か
。

（
長
尾
副
理
事
長
）

　

理
事
と
総
代
は
組
合
員
で
あ
れ
ば
兼
ね

る
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
に
よ
り
、
経

費
節
減
の
た
め
、
昨
年
11
月
の
理
事
会
に

お
い
て
提
案
し
た
。
定
款
に
よ
る
と
役
員

の
3
分
の
1
は
組
合
員
で
な
く
て
も
な
る

こ
と
が
で
き
、
総
代
は
組
合
員
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
形
に

な
っ
た
。
理
事
が
総
代
を
兼
ね
る
こ
と
を

定
款
に
明
確
に
示
す
こ
と
に
つ
い
て
明
記

す
る
こ
と
並
び
に
変
更
は
出
来
な
い
。

（
南
魚
沼　

野
澤
総
代
）

　

バ
ラ
つ
き
が
あ
る
こ
と
で
不
公
平
感
は

ぬ
ぐ
え
な
い
。

（
長
尾
副
理
事
長
）

　

竹
内
理
事
長
の
新
体
制
で
は
、
不
公
平

感
が
生
じ
な
い
よ
う
、
理
事
会
に
お
け
る

話
し
合
い
の
中
で
統
一
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
の
で
ご
理
解
頂
き
た
い
。

　

議
長
よ
り
、
第
8
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

　

以
上
を
も
っ
て
本
総
代
会
の
議
案
全
部

を
終
了
し
た
の
で
、
議
長
は
閉
会
を
宣
し

た
。

　

書
記
解
任
及
び
議
長
団
解
任
を
宣
し
、

議
長
団
よ
り
解
任
の
挨
拶
。

　

引
き
続
き
、退
任
役
員
表
彰
式
に
入
り
、

丸
山
組
織
部
長
よ
り
12
名
が
発
表
さ
れ
、

表
彰
状
並
び
に
記
念
品
を
贈
呈
し
、
退
任

役
員
を
代
表
し
て
髙
橋
常
任
理
事
よ
り
挨

拶
が
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、功
寿
賞
表
彰
式
を
執
り
行
い
、

表
彰
者
54
名
が
発
表
さ
れ
、
表
彰
状
並
び

に
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

　

長
尾
副
理
事
長
よ
り
閉
会
の
挨
拶
、
時

に
14
時

新　潟　県　知　事　表　彰
丸山　則夫（新潟西） 大藏　弘樹（新潟西） 阿尻　綾子（中　東）
平山フキ子（新発田北蒲） 長橋トミエ（小千谷） 小川　　久（十日町）
中澤　　豊（南魚沼） 神林　多霞（直江津） 滝澤　達志（高田新井）
伴内　愛子（高田新井） 西野　　稔（高田新井） 丸田貴美子（東頸城）
斉藤ナツ子（糸魚川） 以上　13 名（敬称略）

全日本美容業生活衛生同業組合連合会理事長表彰
竹内　聖二（新潟東） 鈴木富代美（新潟東） 高橋美千子（新潟東）
鈴木美佐枝（中　東） 斎藤百里子（中　東） 三國　克明（村　上）
小川　清美（村　上） 伴田　文子（村　上） 佐藤美佐枝（村　上）
河面　純子（村　上） 新保加津子（小千谷） 羽鳥　　良（小千谷）
品田　章雄（柏　崎） 木村　園子（柏　崎） 冨田　　護（柏　崎）
臼田多恵子（直江津） 若山アサ子（直江津） 佐野　久子（直江津）
鈴木多香代（高田新井） 髙橋三代子（東頸城） 以上　20 名（敬称略）

新潟県美容業生活衛生同業組合理事長表彰
福田　照子（新潟西） 佐藤　敦哉（新潟東） 塚田　和代（新潟東）
長谷川カツ子（新潟東） 小林　朝子（新潟東） 高橋　純子（新潟東）
中林　淳子（西蒲原） 荒木千代美（新発田北蒲） 江畑　英治（新発田北蒲）
大滝　廣子（新発田北蒲） 加藤　純子（新発田北蒲） 高松　　倫（新発田北蒲）
千田真樹子（新発田北蒲） 飛田野久男（新発田北蒲） 丸山乃里子（新発田北蒲）
渡辺のり子（新発田北蒲） 阿部　早苗（村　上） 加藤美代子（村　上）
小田　静香（村　上） 高野貴美子（村　上） 佐藤　和恵（見　附）
宮路二三四（見　附） 櫻井　誠司（長　岡） 遠藤　正俊（長　岡）
藤木　聡美（長　岡） 神田　節子（長　岡） 高原　洋子（長　岡）
大渕登志子（小千谷） 平澤美智生（小千谷） 小幡江美子（小千谷）
上村　利子（小　出） 星　ミヨシ（小　出） 髙橋　篤子（小　出）
橘　　好子（小　出） 小海　華子（十日町） 福﨑千代子（十日町）
馬場　映子（十日町） 竹田多津子（柏　崎） 市村　浩徳（直江津）
水澤　三枝（直江津） 小野塚喜美子（東頸城） 山岸　秀子（東頸城）
秋山美智代（東頸城） 宮田　京子（糸魚川） 以上　44 名（敬称略）

組合創立55周年記念各賞の表彰者
皆様おめでとうございました

全
美
連
理
事
長
表
彰
の
御
礼

�

新
潟
東
支
部　

竹
内
　
聖
二

　

此
の
度
、
新
潟
県
美
容
業
生
活
衛
生
同

業
組
合
の
創
立
55
周
年
式
典
が
、
多
数
の

ご
来
賓
を
お
招
き
し
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
こ
と
を
、
組
合
員
の
一
人
と
し
て

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
晴
れ
の
場
に
お
い
て
、
全
日
本
美

容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
理
事
長

表
彰
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
受
賞
者

一
同
を
代
表
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

も
と
よ
り
微
力
な
私
な
ど
が
表
彰
の
栄
誉

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
身
に
余
る

光
栄
で
あ
り
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
厚
情

に
は
、
唯
々
感
謝
の
思
い
で
一
杯
で
ご
ざ

い
ま
す
。
又
、
賜

り
ま
し
た
栄
誉

は
、
私
個
人
の
力

で
戴
い
た
も
の
で

は
な
く
、
支
部
の

皆
さ
ん
を
始
め
と

し
、
関
係
者
皆
様
の
日
頃
か
ら
の
ご
協
力

と
ご
指
導
の
賜
物
で
あ
る
と
深
く
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、私
た
ち
美
容
業
に
と
っ
て
、様
々

な
問
題
が
山
積
み
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
ら
の
問
題
に
対
し
、
一
つ
一
つ
確
実
に

取
組
み
、
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
た
対
応

の
中
で
、
業
界
の
健
全
化
と
共
に
、
新
し

い
開
か
れ
た
美
容
組
合
を
目
指
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
表
彰
を

励
み
と
し
、
今
後
と
も
精
進
を
重
ね
、
新

潟
美
容
組
合
の
発
展
の
為
に
寄
与
し
て
い

く
思
い
を
新
た
に
し
、
御
礼
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

理
事
長
表
彰
受
賞
の
御
礼
と

�

退
任
の
挨
拶

�

十
日
町
支
部　

小
海
　
華
子

　

こ
の
度
、
新
潟
県
美
容
業
生
活
衛
生
同

業
組
合
創
立
55
周
年
記
念
と
い
う
節
目
に

新
潟
県
知
事
表
彰
の
御
礼

�

新
潟
西
支
部　

丸
山
　
則
夫

　

こ
の
度
、
新
潟
県
美
容
業
生
活
衛
生
同

業
組
合
創
立
55
周
年
記
念
式
典
に
お
い

て
、
新
潟
県
知
事
表
彰
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
を
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

55
周
年
と
い
う
長
き
に
亘
り
、諸
先
輩
方
、

組
合
員
の
方
々
の
努
力
や
協
力
に
よ
っ
て

培
わ
れ
ま
し
た
組
合
の
益
々
の
発
展
の
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
組
合
組
織
の
存
在
意
義

の
再
認
識
と
業
の
活
性
化
の
た
め
、
微
力

な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
簡
単
で
は
あ
り
ま

す
が
御
礼
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
の
度
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。



組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

（昭和43年 7 月 2 日第三種郵便物認可）　第685号美　容　に　い　が　た平成 24 年 6月 20 日（3）

組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

功寿賞受賞者の皆さん

功寿賞表彰式

板倉　禮子様 （新 潟 西）
小池ハナ子様 （新 潟 西）
関口　順子様 （新 潟 西）
小熊　幸子様 （新 潟 東）
斉藤　旲子様 （新 潟 東）
近　ヤスヱ様 （新 潟 東）
長谷川千恵子様（新 潟 東）
町田サチ子様 （新 潟 東）
小熊　フユ様 （西 蒲 原）
松﨑　英子様 （西 蒲 原）
阿尻　綾子様 （中 東）
板井　美枝様 （中 東）
熊倉サチ子様 （中 東）
宮川　公子様 （中 東）
渡邉　正子様 （中 東）
阿部　嘉子様 （新発田北蒲原）
五百川祐恵子様（新発田北蒲原）
鎌形ツネ子様 （新発田北蒲原）

本田　幸子様 （見 附）
長谷川マツイ様（長 岡）
戸田喜代子様 （小 千 谷）
桜井　栄子様 （小 出）
目黒　幸子様 （小 出）
髙橋マス子様 （十 日 町）
大島　　清様 （柏 崎）
佐野　久子様 （直 江 津）
平野　恒子様 （直 江 津）
若山アサ子様 （直 江 津）
加原　隆一様 （高 田 新 井）
後藤ハツエ様 （高 田 新 井）
白川　信広様 （高 田 新 井）
関口　智子様 （高 田 新 井）
中井　ワカ様 （高 田 新 井）
広瀬　米子様 （高 田 新 井）
宮下　愛子様 （高 田 新 井）
黒坂　公子様 （糸 魚 川）

小林久美子様 （新発田北蒲原）
坂井　幸子様 （新発田北蒲原）
坂上　ミイ様 （新発田北蒲原）
高橋　恵美様 （新発田北蒲原）
長浜マツエ様 （新発田北蒲原）
中山フミ子様 （新発田北蒲原）
平山フキ子様 （新発田北蒲原）
宮嶋かつ子様 （新発田北蒲原）
柳　　裕子様 （新発田北蒲原）
小倉　敏子様 （村 上）
高野　久枝様 （村 上）
田中　栄子様 （村 上）
津野美智子様 （村 上）
相田　栄子様 （加 茂）
捧　テル子様 （加 茂）
石田ミチ子様 （三 条）
高橋マツエ様 （三 条）
橋本　セツ様 （三 条）

　ある会で新潟大学経済学部の講師が、中小企業の実業家を相手に講義をする「マーケティ
ングを学ぶ」講座がありました。テーマは「市場機会を正しく発見・評価する」と、大変難
しそうなものでした。実際は「ふじっ子のおまめさん」で有名なフジッコ社が、モデルチェ
ンジをした理由、その社会背景は何かという、とても身近な話でした。大ヒット商品「ふ
じっ子のおまめさん」は昨今、長期低落傾向にあったそうで、その打開策として現代人の嗜
好に合わせた甘さを控えた改良品を出していたのだそうです。しかし、それは全く良い結果
が出なく、次の手を打つ必要に迫られ、発売30周年を機に、大々的な消費者調査を行い、そ
の際フジッコ社としては、想定外の問題に出くわしました。かつての顧客が「現在は食べな
くなった」のは、「量が多く、賞味期限までに食べられない。袋のまま保存できない。」とい
う理由が多かったという事でした。失客の原因が、味覚や嗜好の変化ではなく、社会構造の
変化に起因していた事に気付かされ、それに対応していなかったことが理由だったというこ
とを知らされたのです。ご愛用の家庭で、一人暮らしを始めた子供が巣立ち、世帯数が少人
数化していた問題等に対応していなかった訳です。その後、その調査をきっかけに「食べき
る事ができる量」「食べやすい容器」「そのまま食卓に置く事が出来る」という要件を満たし
た、小分け容器入り金時豆の『やわふく』というヒット商品が生み出されました。
この講義の中で1965年からずっと料理材料を 4人分としていたNHK「きょうの料理」が、�
2009年 3 月30日から 2人分に変えた事も、社会構造の変化によってあらわれた現象だった事
も教えて貰えました。
　今後、世帯人数減少や少子化の問題が、世の中にどういう現象を表し、美容界にどう影響
を及ぼすのか、そしてどう対応しなければいけないのか、超過当競争の中で考えなければい
けない時代だと考えさせられます。

■ 市場の変化

株式会社  野田 三条　0256-32-0974
新潟　025-286-8455

事業部からのお知らせ
ZENBIは全美連（厚生労働大臣認可）の
オフィシャルマガジンです
○サロンの経営講座を判りやすく解説
○世界各地より発信の海外ヘア情報
○連合会の各種事業や組織活動　○お客様との会話、話題情報
○各県の行事、事業の紹介　○美容師試験、最新情報
　年間購読料　￥3,570（送料・消費税込み）

お申込みは　組合事務局へ　025-223-0991サロンに1冊

全美連 第14回作文コンテスト募集要綱
美容にかける、あなたの夢を文章に……
【募集テーマ】　私（達）の美容の未来予想図（美容に関すること）
【入賞者・賞金】
　　　最優秀賞１名……厚生労働大臣賞・賞金１０万円
　　　優秀賞 2 名……賞金 ５ 万円
　　　入選若干名……賞金 2 万円（商品券）
　　　※�最優秀賞・優秀賞の方は全国大会へのご招待
　　　　（平成24年10月16日：愛知『日本ガイシホール』にて開催）

【審査委員及び審査】　学識経験者等による厳正な審査

【原稿枚数】　４００字詰め原稿用紙 ４ 枚より ７ 枚まで（パソコン・ワープロ原稿可）
　　　　　　※�パソコン・ワープロの場合は1600字より2800字までです。書式設定は問いません。

【応募資格】　組合員、またはその従業員（美容師に限る）
【提出作文の著作権】　※最優秀賞・優秀賞作品は「ZENBI」誌上で発表
　　全日本美容業生活衛生同業組合連合会に所属し、他に転載等することを禁ずる
【応募先】	 〒１５１—００５３　東京都渋谷区代々木１−５６−４　美容会館 ７ 階
	 全美連・作文コンテスト係
	 �作文には「郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、電話番号、

組合員・従業員の別」を明記
※ご記入いただいた個人情報については、作文コンテストの結果通知に使用。作文は返却しない。

【応募締切日】　平成２4年 8 月17日（金）　消印有効
【内容についてのご注意】
　　・「テーマ」に対し、現状の批判ではなく、前向きで明朗なもの
　　・美容業にとって受け入れ可能な内容が盛り込まれていること

★日　時：平成24年 9 月 4 日（火）
　　　　　13：30開演予定

★会　場：兵庫県神戸市
　　　　　「ワールド記念ホール」

★参加費：メンバー　￥2,000-
　　　　　ビジター　￥6,000-

（全日本美容講師会創立50周年の記念事業として世界選手権出場者によ
る特別ステージを予定）

トップマスターズモード発表会
第97回

　

５
月
14
日
の
総
代
会
に
お
い
て
、
長
年
組
合
員

と
し
て
組
合
運
営
に
ご
貢
献
い
た
だ
い
た
方
々
へ

の
功
寿
賞
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
54
名
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
事
と
な

り
、
表
彰
式
に
は
23
名
の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
以
下
の
通
り
で
す
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
健
勝
で

ご
活
躍
下
さ
い
。
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組
合
だ
よ
り

償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C 特別利率F 償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C

5年以内
2.40 2.00 1.50

1.75

12年超 13年以内
3.00 2.60 2.10

5年超　6年以内 13年超 14年以内

6年超　7年以内 2.50 2.10 1.60 14年超 15年以内 3.10 2.70 2.20

7年超　8年以内
2.60 2.20 1.70

15年超 16年以内
3.20 2.80 2.30

8年超　9年以内 16年超 17年以内

9年超  10年以内 2.70 2.30 1.80 17年超 18年以内
3.30 2.90 2.40

10年超 11年以内 2.80 2.40 1.90 18年超 19年以内

11年超 12年以内 2.90 2.50 2.00 19年超 20年以内 3.40 3.00 2.50

区 分 適用施設設備等

基 準 利 率 設備資金（非組合員に適用）運転資金（返済期間：7 年以内）

特別利率A 振興事業運転資金（標準営業約款登録営業者） 特別利率C 振興事業設備資金（組合員に適用）

特別利率F
生活衛生関係営業経営改善資金特別貸付（無担保・無保証融資）
設備資金（返済期間：10年以内　据置期間：２年以内）
運転資金（返済期間：７年以内　据置期間：１年以内）

生活衛生資金貸付利率一覧表 （適用日：平成24年 6 月13日、年利：％）

一定の会計書類を備え、「振興事業に係る事業計画書」を策定し、組合の確認を受けた場合、利率が引下ります。
　ア．設備資金：特別利率Ｃ→特別利率Ｃ− 0.15％　　イ．運転資金：基準利率→基準利率　− 0.15％

「一定の会計書類」とは…（1）原則、税務署の収受印のある「青色申告書」
（2）白色申告者の場合は「白色申告書」　（3）決算実績がない営業者又は開業予定者は「創業計画書」

【設備資金貸付利率特例制度】が１年間延長されました。
　設備資金貸付の金利について、当初２年間0.5％低減されます。

　講　習　日　程／ 9月24日㈪・10月 1 日㈪・ 2日㈫
　開 　 催 　 地／三越タクシービル　長岡市柏町 1 - 1 - 7
　組　合　締　切／ 7月18日㈬
　募　集　定　員／組合員枠　100名
　受講資格基準日／平成24年 8 月24日㈮
　　　　　　　　　※�美容師の免許を受けた後、この日までに美容の業務

に 3年以上従事したものであること。

「受講申込書類」のお申し込みは、支部取りまとめとなります。
定員に達した場合及び、組合申込期限を過ぎた場合は、理容師美容師試験研修
センター事業第二部に直接お申し込みとなります。組合員優先枠にはなりませ
んので、受講ご希望の方はお忘れなくお申込みください。

平成24年度

管理美容師資格認定講習会
 7月 2日㈪	 レベルアップセミナー（国家試験対策）� 長岡会場

　　 3日㈫	 　　　　 〃 　　　　 （競技大会着付）� 新潟会場

　　16日㈪	 　　　　 〃 　　　　 （国家試験対策）� 長岡会場

　　23日㈪	 Hair Fashion Contest 2012� 新潟市産業振興センター

　　30日㈪	 レベルアップセミナー（着付初級・中級）� 新潟・長岡会場

給付項目 件数 給付金額（円）
1. 火災見舞金 0 0
2. 災害見舞金 0 0
3. 死亡弔慰金 0 0
4. 配偶者死亡弔慰金 1 50,000
5. 傷病見舞金（7日以上入院） 7 140,000
6. 慰労金 1 100,000
7. 退職慰労金 0 0

計 9 290,000

●共済会　給付金
　　（請求期限：事由発生から6ヶ月以内）

※総合福祉共済の特別給付金の支払い迄には、
1ヶ月〜1ヶ月半かかります。ご了承ください。

給付項目 件数 給付金額（円）
1. 配偶者死亡弔慰金 0 0
2. 子供死亡弔慰金 0 0
3. 入院療養見舞金 4 80,000
4. 長寿祝金 0 0
5. 結婚祝金 0 0
6. 第 1 子誕生祝金 0 0
7. 子供誕生祝金 0 0
8. 銀婚祝金 1 20,000
9. 金婚祝金 0 0
10. 古希祝金 1 10,000
11. 還暦祝金 1 10,000
12. 人間ドック補助金 5 50,000

計 12 170,000

平成24年度　各種給付状況（ 5月） ●全美連総合福祉共済　特別給付金
　　（請求期限：事由発生から1年以内）


